
友の会と超伝導
「月刊うちゅう」創刊の翌年、私は加古川から大阪の大学に通うようになりまし
た。高校生までの私にとってのプラネタリウムは明石市立天文科学館だったので
すが、大学の天文同好会には電気科学館に入りびたっていた友だちもおり、何度
か行ったこともありました。
その電気科学館が1989年5月に閉館と
なり、その年の10月、現在の科学館がオー
プンしました。当時、最新のプラネタリウム
が入るということで、オープン時の混雑が
マシになってきたら見に行こうと思ってい
たのですが…。大学の先生や天文同好会
の先輩を通じて科学館で手伝いのアルバ
イトを募集しているという話が舞い込み、
それから2年半ほど、月に数回、アルバイト
として科学館でお手伝いをするようになり
ました。
その頃友の会の会員になられた方で、
会員番号が2000番台後半～3000番台
前半(私も一応3229番の会員でした)、「月
刊うちゅう」は、まだVol.6～Vol.8でした。

高温超伝導
話は急に変わりますが、1986年にIBMチューリッヒ研究所のベドノルツとミュ

ラーが、新しい物質についての論文を発表しました。「バリウム－ランタン－銅－酸
素系における高温超伝導の可能性」というその論文をきっかけに、世界中の研究
者が新しい超伝導物質を探し始めたのです。
超伝導というのは電気抵抗が全くなくなる現象で、1911年にオランダのカメリ

ン・オネスが発見しました。ただし、超伝導が起こるのは極低温の場合だけで、カ
メリン・オネスが最初に発見したのも、水銀を絶対温度で4.2度(摂氏-269度、以
下絶対温度は「K」、摂氏温度は「℃」で表わします)まで冷やさないと超伝導には
なりませんでした。その後、いくつかの物質でも超伝導が起こることがわかってき
ましたが、それでも23.2K(-250℃)まででした。
ベドノルツとミュラーの論文に載っている超伝導体は、超伝導になるのが30Kく

らいだったのですが、まさにこの論文が「高温超伝導の可能性」をドーンと押し開
き、あっという間に77K(-196℃)を超えても超伝導になる高温超伝導体が発見さ
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れました。-196℃で高温といわれても違和感があるかもしれませんが、それまで
の超伝導になる温度と比べると遙かに高い温度で超伝導になったのです。また、
以前は設備の整った大学の研究室などでなければ超伝導の実験をすることがで
きなかったのですが、液体窒素の温度(77K)よりも高い温度で超伝導になる物質
が発見されたことで、科学館のようなところでも超伝導現象を見ていただくこと
ができるようになりました。現在でも、数年毎に液体窒素のサイエンスショーを行
なっており、その中で超伝導現象によって磁石が宙に浮くのを見ていただいてい
ます。

サイエンス友の会
1984年の「大阪市立電気科学館星の友の会」の発足とともに、その会報誌と

して創刊された「月刊うちゅう」。その後、友の会は、「大阪市立科学館星の友の
会」、「大阪市立科学館友の会」と名称が変わっていきました。
そんな中、1996年に「大阪市立科
学館サイエンス友の会」という友の
会が発足したのをご存じでしょうか。
そのサイエンス友の会では、なんと
高温超伝導体を作るなんてことも行
ないました。超伝導体の材料を量り
取り、乳鉢で細かくすりつぶして電気
炉で焼き、これをもう一度よくすりつ
ぶした後、押し固めてもう一度電気
炉で焼くとできあがり…と書くと簡
単なようですが、念入りにすりつぶし
たり、電気炉で焼くのも温度調節し
ながら長時間…。そうしてできあが
ったのは、直径1cm、厚さ2mmくらい
の小さなものですが、液体窒素で冷
やして、強力な磁石の上にのせると、
わずか1mmほどですが、ちゃんと宙
に浮いたのです。
そんなサイエンス友の会の活動はわずか2年間で終了。でもサイエンス友の
会がなくなったのではなく、1998年からは「大阪市立科学館友の会」として、天
文学も物理学も化学もいっしょに楽みながら学ぼうという友の会となったので
す。

長谷川 能三（科学館学芸員）
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